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＜連絡事項＞
・看護業務従事者届を提出していない方は、提出して下さい。12/25が期日です。

・看板移設工事により、以下の日程で第1駐車場の向かって左側が使用できませんので、準夜勤務者は決められた場所以外に停められなかった場合は、うみねこ幸房前の駐車場へ駐車するようお願いします。ただし、工事日限定ですので、工事日以外に駐車しているのを発見した場合は、駐車違反の対象となります。12月22日（土)　9：30～17：00
＜患者様連絡事項＞
・槍澤　茂様～本日、西病棟へ移動予定となっている。
・中村　美代子様～本日、南病棟へ移動予定となっている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後の2時間ずつの開放観察中。午前開放中、診擦
後の喫煙時に戻らず、時間早めに開放終了している。妄想発言も聞かれ
ている。午後は状態を見て判断していく事としている。引き続き精神症
状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～20：00～9：00時間隔離中。妄想発言はなく経過。午前、他者に言い詰められて口論となる事あり、介入している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬　様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。お茶に固執しており、何度も詰所に入ってこようとしている。不潔行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。午前、午後1時間ずつ開放観察中。幻聴や妄想発言無く、穏
やかに対応出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善
できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・梅津　里奈様～妄想発言無く、他者交流見られている。
・向井　敦子様～点滴は本日より中止となり、食事は1/3～2/3摂取出来ている。呂律不良は無く、疎通も摂れている。
・伊藤　和子様～主治医への妄想発言聞かれている。易怒政党はなく経過。本日は吐薬は無い。
・木村　格治様～多弁、他者干渉見られている。他者と口論となる事あり、介入要している。粗暴行為は無い。
・高屋敷　良子様～バイタルサインの異常は無く、酸素飽和度の低下も無く、酸素3L/分で流量中。内服薬はトロミ水で行っているが、口腔内の溜め込み、むせ込み見られ、都度吸引している状況。疎通はとれている。
・下村　慶子様～嘔気はなく経過。血圧160/80㎜Hg台で高値が続いているが、頭痛等の訴
えは無い。他のバイタル異常は無い。定期処方は一旦保留となり、経過を見ていく事となっている。膀胱留置カテーテル、胃管チューブ交換している。
＜田名部Dr診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬はシクレストが10→15㎎へ増量、他同内容で7日分処方となる。又、不眠時薬7回分処方。明朝採血(インスリン前/プロラクチン前)指示あり。
・立花　圭様～不眠時薬5回分処方。次回定期薬よりトピナ200→100㎎、ストラテラカプセル80→40㎎へそれぞれ減量、他同内容で処方となっている。明朝採血(インスリン前/プロラクチン前)指示あり。
・澤村　彬様～臨時薬はロドピンが25→50㎎へ増量、他同内容で7日分処方となる。

・山本　真智子様～臨時薬はエスタゾラム2㎎→フルニトラゼパム1㎎へ変更、他同内容で7日分処方となる。
・高屋敷　良子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。点滴は一部内容変更(3本目をヴィーンD　500ml→YDソリタT3　500mlへ変更)となり、12/21分のみ処方となる。今後、喀痰培養検査の結果を診て、経管栄養開始するか検討するとの事。
・藤井　孝蔵様～定期薬はレボトミン200→175㎎へ減量、フェキソフェナジンOD　60→180㎎へ増量、他同内容で7日分処方となる。
・工藤　悦子様～臨時薬はオランザピンOD　1.25→2.5㎎へ増量、他同内容で7日分処方となる。
・夏堀　麗紗様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
11:00伯母様来院され、本人含めて面談実施。最近の本人の考えている今後の方針について確認していく。現在、父親は郡山市に出張しているようであり、仙台の家は空けている。こうした状況でPtが仙台に行っても一人で暮らせるとは思えず、ましてや新しく仕事も探すのは無理であろうと伯母は言う。退院後に関しては今の家に住んで、職場も現在の施設に続けて勤務していった方がいいだろうと話される。本人も上記には納得している。入院は１、2か月継続する予定である。父様への説明について伯母様より、伯母様自身が言っても「こっちで住んでたから悪くなった。」等言われ、聞き入れない可能性が高い為、病院側で連絡を入れてほしいとの事。担当スタッフ・SW含めて介入行っていく。院内でのスマホの使用については、伯母様より訓練の一環として通話以外での使用は控えるようにした方が良いのではとの意見あり、主治医からも促され、本人は了解されている（面談前の診察ではイヤホン等コード類は日中においては使用の許可下りている）。
・梅津　里奈様～臨時薬同内容で7日分処方となる。午後家族面会時、本人のウォークマン・充電器・イヤホンの持ち込みあり、私有物持ち込み使用の誓約書にサインして頂き、主治医へ確認。使用許可下りている。就寝前には詰所で預かる事説明し、本人も了解されている。
・山﨑　奈津子様～臨時薬はリーマス400→200㎎へ減量、他同内容で7日分処方となる。

・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・大澤　廣子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・中村　美代子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・佐々木　尚子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・定期薬処変無し(畑中　成夫様、安達　貴浩様、丹内　栄子様、小笠原　久年様、江刺家キヨ様)。
＜皮膚科診察情報＞
・木村　格治様～同前処置。デルモゾ―ルDP軟膏　1本処方。
・夏坂　浩美様～左踵　ブロメライン塗布+ガーゼ処置。右踵　治癒。仙骨部　フィルム保護で（瘢痕）。背部　皮膚稍減。テルビナフィンクリーム塗擦。テルビナフィンクリーム1本処方。
・木村　美智子様、水梨　孝純様、藤井　孝蔵様、泉山　紀子様～同前処置。
